
イオン環境財団と連携！「世界遺産やんばるで学ぶ森と人のつながり」を開講しました！

大島 順子（国際地域創造学部准教授） 

高嶋 敦史（農学部准教授） 
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高木 良哉（理学部 2年次） 

2026 年 2 月公益財団法人イオン環境財団の協力のもと、琉球大学の共通教育科目（琉

大特色・地域創生特別講義Ⅹ）「世界遺産やんばるの森と人のつながり」を開講した。 

学内での 2日間の講義、そして国頭村にある農学部附属亜熱帯フィールド科学教育研

究センター（通称：与那フィールド）にて 2泊 3日の現地学習の中では、やんばるの世

界自然遺産登録地やその周辺の森を多様な視点から探訪し、学ぶ機会となった。 

学内講義では、主に沖縄の自然や文化を代表する 1,500 点余りの標本や資料が常設展

示されている本学の博物館（風樹館）の見学を含め、世界遺産についての基礎知識や人

間社会に貢献する森林の多様な役割、イオン環境財団の森づくりの考え方などを講義や

アクティブ・ラーニングを交えて展開された。

2泊 3日の現地学習では、森林での観察を通して、やんばるの森の多くを占めるイタ

ジイの古木やそれを利用する生きものたちのこと、林内の足元に広がる草類と栄養を含

んだ土等、資源の循環や森の形成には土壌環境を適切に保つことが森林内の生態系維持

に必要であること、また、樹木は資材としての利用だけでなく、イタジイの樹皮が首里

織の天然染料に使われているという伝統文化と樹木の繋がりを学び、新しい発見があっ

た。 

一方、いくつものダム建設による県民の水がめとしての水源涵養林としてのやんばる

の森の重要性の認識不足や道路整備によって多発する希少動物のロードキルに対する

ドライバーへの啓発活動の欠落、そしてペットや収集愛好家による不法採集・盗掘等に

よる人間活動の影響といった課題が山積みしていることを認識し、地域の指導者の方々

を講師として招き、フィールドワークを重ねた。 

学生たちは、森林の持つ価値や大切さを確認し、人の営みによる様々な影響を受けな

がらも持続可能な社会に向けてやんばるが抱える課題を整理し、未来に向けた提言をま

とめた。 

授業の様子や学生がまとめた提言内容は、4月 3日～12 日本島中部の商業施設（イオ

ンモール沖縄ライカム）にてポスター展示され、広く県内外の皆さんへ本学と企業との

連携を生かした教育実践として公開した。 



なお、今回の現地学習で学生が使用した施設は、本学の農学部附属亜熱帯フィールド

科学教育研究センター（与那フィールド）ですが、日本の大学の中で唯一、亜熱帯に位

置する大学演習林で、その一部（4 分の 1）は世界遺産に含まれているという日本の大

学として初めて世界自然遺産の土地を管理している場所である。与那フィールドは他大

学や研究機関とも連携し「日本最南端の森林データ」を提供するだけでなく、本学の学

生や公開講座等を通して広く県民の皆さんにもフィールドワークや実習など、研究や教

育の面で発揮されている施設で年間 50 件以上の利用がある。今後も、森林の持つ価値

や大切さ、そこに暮らす生きものたちと共存することの意義を研究や現地での体験を通

した教育における重要な拠点として活用していく。 
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Yanbaru Dark Sky Forest 
https://yambaru-dark-sky-forest.okinawa/starry_sky/

http://www.okinawa-kaeru.net/wild/bird/ryukyukonohazuku-1.html

http://www.okinawa-kaeru.net/wild/bird/yanbarukuina-1.html

https://share.google/images/6DGyQfBnav33qwR0t



講義琉大特色・地域創生特別講義

 

講義

講義  









講義琉大特色・地域創生特別講義

講義

講義  
 
 
 
 

 
 
 
 



http://okiguru.seesaa.net/article/40609939.html



https:/ /www.google.com/url?sa=t&source=web&rc t=j&opi=89978449&url=http
s:/ /kondousenkou.thebase.in/items/11423995&ved=2ahUKEwjvhLfs9uySAxX
80jQHHclKJ IsQFnoECCEQAQ&usg=AOvVaw0klKNlkxhccW4n1Q8G6NU9 https://www.linkedin.com/pulse/harmony-nature-embracing-waste-

free-ecological-world-tiago-da-silva-a7enf





•

•

•



2026/2/12（木） 2026/2/13（金） 2026/2/21（土） 2026/2/22（日） 2026/2/23（月・祝）

朝食 ケータリング② ケータリング⑤

1
(8:30-10:00)

【講義】【実習】⑧ ＆ ⑨ 大島順子
・沖縄の自然と文化（風樹館見学：ワークシート）
 ※開始15分程度で館内の解説（平良渉先生）の後、
自由見学（8:30〜10:00）

【実習】グループワーク

2
(10:20-11:50)

11:00 振り返り＆グループ分け

【実習】グループワーク

昼食 12:15 弁当準備 OR ケータリング ケータリング③ ケータリング⑥

3
(12:50-14:20)

振り返り・対話（グループワーク・グループ分け）２７
名（４チーム）
永井先生・山本専務理事
永井先生；グループ分けの方法≒テーマについて

【講義】グループプレゼンテーション
４チーム×１５分（１０分＋５分）
＊ポスター制作は途上の段階

4
(14:40-16:10)

参加が１．２年生なので、世界自然遺産のどんな価値を
発見したか、新しい発見は何か、それをどう伝えるか
（アイデア）＋平和とは、人々とのつながりの視点
■この時間に、宿泊実習のオリエンテーションを組込む

定（担当 大島）

15:00 現地出発（琉大バス）

17:30 大学到着

5
(16:20-17:50)

予備
【講義】永井先生 「グループワー
クの進め方・まとめ方」【実習】グ
ループワーク・ディスカッション

夕食 ケータリング① ケータリング④

７（前）
(19:40-20:25)

休憩
【実習】グループワーク・ディス
カッション 大島・山田・山岸・深
田駐在

７
(20:25-21:10)

※星空観察（国頭村商工観光課）
※スライドトークも可能＠与那フィールド
講義室

2025年度後期 集中講義【イオン環境財団寄付講義】テーマ「やんばるの森と平和について（仮）」地域とつながり、次世代に語り継ぐ
                         科目名「世界自然遺産やんばるの森と人のつながり」@文系講義棟112室＋与那フィールド

8:30-10:30
【オリエンテーション】
【講義】①・アイスブレーキング活動  （大島）
【講義】②「世界自然遺産やんばると平和について」
（大島）

【講義】③「人のかかわりでつくられたやんばるの
森」（歴史の中で）事前講義資料共有 谷口先生

9:00 大学出発@千原キャンパス本部前
11:00 現地到着
11:15 〜12:15
【講義】⑩「やんばるの森の概要」（仮）
高嶋先生

9:00〜12:00
【講義】【実習】
伐採地と造林地の見学＠与那周辺
谷口先生 （琉大バス）

【講義】HPの概要書を事前共有
④「イオン環境財団の環境の取組み」
山本百合子専務理事
【講義】⑤「サスティナブル・コミュニティ論」
（仮）事前共有 永井先生
【講義】⑥ ⻄原事務局次⻑「自然と平和」
【講義】⑦銘苅室⻑「イオン琉球の環境社会貢献活動

13:15〜17:00
【実習】高嶋先生（農学部）
演習林内外（琉大バス利用）
世界自然遺産の特性を見せる
未舗装道 散策与那フィールド１時間半歩
きの車移動１時間半
与那フィールドは1/4が世界自然遺産

【講義】＆【実習】
世界自然遺産エリア全体を俯瞰する
大島＆久高将和（琉大バス利用）
世界自然遺産の課題 外来種、ロー
ドキル、
世界遺産の範囲についても説明
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出典：JAXA（だいち写真ギャラリー）

那覇空港

琉球大学
千原

キャンパス

与那フィールドの施設

◎国頭村に位置する
約271haの
「琉球大学の森（演習林）」



与那フィールドの教育の取り組み

森林の解説（基礎フィールド実習） 苗木の植栽方法（造林学実習）

◎ 2024年度に与那フィールドが使用された科目

学内 ： 農学部7科目，国際地域創造学部4科目，公開講座1科目
他大学： 2科目
その他： 高校のSSH研修1件，小学生の自然観察1件



与那フィールドの教育の取り組み

（左）
北大フィールドセンター
森林圏ステーションの
教育関係共同利用拠点の
「森林フィールド講座」

（右）
やんばる自然体験活動
協議会との共催イベント



与那フィールドの研究の取り組み

◎環境省生物多様性センターが取り組むモニタリングサイト
1000事業の森林調査に，南西諸島で唯一コアサイトとして
参加しています。
過去20年以上にわたって，100m四方の森林の動態や落葉
・落枝・種子の生産量などの基礎データを記録しています。

◎やんばるの森で，希少生物の餌資源として注目されている
イタジイのドングリ豊凶モニタリングにも協力しています。



与那フィールドの学内外からの研究利用

◎日本長期生態学研究（JaLTER）ネットワークに参加し，
森林の生態系機能や長期動態観測などに関する研究者の
フィールドや施設の利用を積極的に受け入れています。

◎タワーサイトがJapanFluxに登録され，森林の微気象や
大気観測などに関わる研究者の利用を支援しています。

学外
学内

（他学部）
学内

（農学部）
年度

243242013

242172014

222132015

322102016

252102017

203112018

273142019

74112020

195162021

216212022

2710162023

367152024

与那フィールドの年間研究利用件数




